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田中 キ ャサ リ ン

要 旨

本論文では、1909年 に設立 された香川県高松市 のハ ンセ ン病療養所、大島療養所

(現大島青松 園)に おけるロイス ・ジ ョンソン ・エ リクソン夫人の翻訳作 品を検討す

る。エ リクソン夫 人は1905年 、アメリカ南部 の長老派教会所属の宣教師 として来 日

し、36年 間、夫のスワン ・マグナス ・エ リクソンとともに布教活動に従事 した。エリ

クソン夫人はこの布教活動に、大 島療養所で生まれた 「霊交会」 というキリス ト教 団

体の会員の作品を英語に翻訳 し、活用 した。 しか し、エ リクソン夫人は、この 「翻訳」

を単 にtranslationと は呼ばず、interpretationと 述べている。この語の意味は、「翻

訳」 とい うよりもむ しろ 「解釈」や 「意訳」に近い。その ようなエ リクソン夫人の翻

訳 のあ り方の特徴 に着 目して、本論文では、「霊交会」における文学の実態 とエ リク

ソン夫人による 「意訳」との関係性について論 じる。 また、エ リクソン夫人の翻訳が、

療養所の患者の一人、長 田穂波の文学 を世 に知 らしめるきっかけとなったことも併せ

て明 らかに したい。

ThisarticleexaminestheactivitiesofLoisJohnsonEricksonataHansen'sDisease

hospital,OshimaHospital(todayOshimaSeisho-en)inTakamatsu,Kagawa

Prefecture.Sheandherhusband,ReverendSwannMagnusErickson,aSouthern

Presbyterianminister,cametoJapanasmissionariesin1905andservedtherefor36
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years.Ericksonusedliteratureinhermissionarywork,andaspartofthisshe

translatedthewritingsofaChristiangroupinOshima,Reiko-kai,andusedthemto

publicizemissionaryactivitiesandtheChristianfaith.Assheherselfstates,rather

thantranslations,herwritingsareinterpretationsoftheoriginalJapanese.This

articleexaminesErickson'sprocessoftranslationandarguesthatErickson's

translationswereofusetothemissionarycommunityforfundraisingandto

demonstratethesuccessofthemissioninJapanwaspreciselybecausetheymade

thedenseoriginalmoreaccessibletoreaders.NotonlydidErickson'stranslations

domesticateHonami'spsalmicstyle,butthefactofherEnglishtranslationsservedto

garnerHonamimorerecognitionwithinJapanaswell.

キーワー ド ハンセ ン病(癩)キ リス ト教 文学 翻訳

1.ハ ンセン病 とエリクソン夫妻

始めに、本論文で用いる用語について説明 しておきたい。本論文のタイ トル 「エリ

クソン夫人 と長 田穂波一 キ リス ト教宣教 師と癩文学の普及」 に含 まれている。「癩文

学」の語 は、偏見や差別 を含む言葉 として、本来な ら使用すべ きではない。 ここでは、

それを念頭 に置いた上で、あえて 「癩文学」 とい う表現 を使用す ることをお断 りさせ

て頂 きたい。本論文 では、特効薬 プロ ミンが発見 される以前の文学、(つ まり 「癩文

学」)と 、プロミン以後の文学、(つ まりハ ンセ ン病文学)の 共通点 と相違点に注 目し

たいためである。特 に今回はその相違点を論 じるため、「癩文学」 と 「ハ ンセ ン病文

学」 とい う二つの用語 を次のような区別の元に用いたい。 まず、癩文学 とはハ ンセン

病 を不治の病 として描いた文学であ り、その際、作者はハ ンセ ン病患者 として、発病

と隔離の経験を有 している。一方、ハ ンセ ン病文学 は、ハ ンセ ン病が治療可能になっ

た後に書かれた文学 を言 う。その場合、作者は患者ではな く 「元患者」 とい うことに

なるが、英語で は 「Survivor」 とい う言葉が当てはまる。治療が可能か不可能か に

よって、ハ ンセン病の経験の描 き方は当然変わって くる し、文学作品を通 じた療養所

外の読者 との関わ りも変 わって くる。プロミンが登場 した後、ハ ンセ ン病文学は人権

回復活動に寄与 し、偏見や差別をな くすために、政治的活動に関与する場面 も生 じる。

これは、プロミンの出現以前にはあ りえないことだった。従 って、プロ ミンによって、

ハ ンセ ン病文学の社会的価値が大 き く変わって きたと言うことがで きるだろう。

また、ハ ンセ ン病の治療が可能 になって以降に書かれたハ ンセン病文学作品には、

治療可能 となる以前 に流行 した癩文学 と大差ない作 品とみなせるもの もある。以上の
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ような両者の違いを踏 まえて、本論文では 「癩文学」 と 「ハ ンセン病文学」の二つの

用語を使い分けたいと考 える。

それでは、本論に移ろう。 日本のキリス ト教 とハ ンセン病の関係は長い歴史を持 っ

ている。明治期の1889年 、パ リ外 国宣教会の神父テス トウィー ドによって静岡県御殿
ユ

場市神山に神山復生病院が設立された。1909年 に癩予防法に基づいて設立された療養
2

所の中には、キリス ト教の影響 を受けた もの もある。なかで も大 島療養所 は、開設 当

初か らキリス ト教の影響 を比較的強 く受けていた と考え られる。大島療養所では、宣

教師のエ リクソン牧師 とその夫人の熱心な活動 により、入所者の中にキリス ト教への

入信者が多 く見 られ、夫人の大島療養所における影響力の大 きさをうかがわせ る。

エ リクソ ン夫妻 は、1910年 頃か ら大島を訪れ るようにな り、1914年 、三宅官之治

(1879-1943)、 長田穂波(1891-1945)の 協力の もとに、大島療養所内にキリス ト教 団

体 「霊交会」 を設立 した。「霊交会」 は病 院内で礼拝 を行 うだけで なく、 『霊交会報』

という月刊誌 も出版 し、 キリス ト教に基づ く文学活動 を活発 に行 った。

　 や もな

_ 一辮 灘 鞠 釈 誰臨
総 遜藻鏡漆

み 瀞 ・㌣ご..畠.＼

ヂ 窪餐くチ愚 倣　

ご撃墾警暴
AGOVERNMENTHOSPITALFORLEPERSONANISLANDINTHEINLAND$EA

ヨ

エリクソン夫人が活動した時期の大島療養所

1戦 国時代、ル イス ・デ ・アルメイ ダ牧師(1525-1583)が 現在 の大 分県大分市 にハ ンセ ン病患者

を対象 とす る病 院を設立 した。戦 国時代 にはイエ ズス会宣教 師の手 でい くつ かのハ ンセ ン病患者

のための病 院が開設 されているが、江戸 時代 に閉院された。 明治 に入 って最初 のハ ンセ ン病専用

病 院は、後藤 昌文(1826-1895)が1875年 に設 立 した起廃病 院である。神 山復生病 院の設立 以降、

宣教 師による病 院がい くつ か設立 されている。詳 しくは荒井英子 「ハ ンセ ン病 とキ リス ト教』 を

参照。

2現 在 は大 島青松 園 と呼ばれているが、エ リクソ ン夫婦 が活動 を参考 した当時は大 島療養所 と呼ば

れていたため、本論 ではその名称 を用 いる。

3ロ イス ・ジ ョンソ ン ・エ リクソ ン 『日本 における本 道 と脇道』(HighwaysandBywaysin/apan)

p.1260
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ス ワ ン ・マ グ ナ ス ・エ リ ク ソ ン 牧 師(ReverendSwanMagnusErickson,1881-1946)

は 、 妻 の ロ イ ス ・ジ ョ ン ソ ン ・エ リ ク ソ ン 夫 人(LoisJohnsonErickson,1881-1960)

4

と共に、大 島療養所の文学活動に大 きな影響力 を持 っていた と考 えられる。エリクソ

ン夫妻は1905年 にアメリカ南部の長老派教会員 として来 日し、36年 間、 日本で宣教師

を務めた。来 日して しばらくは神戸で 日本語や 日本文化 を学び、その後高松 に移 っ
ら

た。二人が大島に来た時期は不明だが、1910年 頃ではないか と考 えられている。

ノ
し

ズ

隣

嘉
、唐

撫
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＼

ロイス ・ジ ョンソ ン ・エ リク ソ ン(1915年)

7

なお、エ リクソン夫人については阿部康成氏の詳 しい研究があるが、私 はここで、

4エ リクソ ン夫妻 の孫 エ レイ ン ・ルーベ ン(ElaineLuben)氏 にお礼 を申 し上 げたい。彼女 の協力

によ り、 エ リクソ ン夫人 の宣教 師活動 やアメ リカ帰 国後 の生活 に関す る情報 を入手す るこ とが出

来た。 ルーベ ン氏 は長女 イーディスの娘 である。付言す れば、夫妻 の当時の宣教 師は夫妻 で活動

す るこ とが多かった。エ リクソ ン夫 人 自身は牧 師ではなかったが、 アメ リカ、 フィラデルフ ィア

市 の長老派教会歴 史協会(PresbyterianHistoricalSociety)に 残 されている記録 に よれば、福音

伝道(Evangelistic)の ためエ リクソ ン牧師 と共 に 日本 に派遣 された。なお、同記録で は、 エ リ

クソ ン夫 人 も、 エ リクソ ン牧 師同様 「宣教 師」 となっている。

5西 脇勉氏 は、 エ リクソ ン牧 師は1909年 に初 めて大 島を訪 ねた としているが、記録 がないため、あ

くまで も推測 であ り、確認 は取 れていない。西脇勉 「エ リクソ ン宣教 師 と大 島療養所一我 が国救

癩 史の一繭 に残 したある宣教 師の軌跡」(「四国学 院大学論集』 第42号(1978年12月)p.41-57頁)

参照。

6長 老派教会歴 史協会 のアーカイブズ所蔵 の写真。表側 に撮影年(1915)が ペ ンで書 かれ、裏側 に

は 「Mrs。S.M.EricksonTakamatsuJapanSept24/15と 記 されている。 写真掲載 の許可 を もらっ

て くださって長老派教会歴 史協会 に感謝 したい。

7エ リクソ ン夫 人 と穂波 の関係 について、 また、穂波 自身に関する情報 について件、 阿部康成氏 は

「読 めない詩一癩療養者長 田穂波 と訳詩者 ロイス ・エ リクソ ン」、1-29頁 に詳 しい。 阿部氏 は同論

文 の中で、ハ ンセ ン病文学 における穂波 の位置 を論 じなが ら、穂波 の詩 の統語 も細 か く分析 して

いる。
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エ リクソン夫妻の親戚への聞 き取 りによって新 たに明 らかになった事実 を報告 した

い。エリクソン牧師は、1881年 、スウェーデンか らアメリカに移住 した両親の もとに

生 まれ、 ミネソタ州で育 った。同州のハメリン大学 を卒業後、牧師 とな り、その後 ア

メリカ南部の長老派教会の牧師 としてアラバマ州で働 き始める。 アメリカ南部の長老

派教会はアラバマ州、アーカ ンソー州 とルイジアナ州にあった。

一方、エ リクソ ン夫人は、1881年 にアメ リカ南部のバ ージニア州で生 まれ、テネ

シー州で育 った。エリクソン牧師はアー カンソー州でエリクソン夫人の出演 していた

演劇を見る機会があ り、二人はその時に恋に落ちたと言われている。二人は出会って

間もな くアラバマ州で結婚 し、来 日した。 日本で娘二人を生み、30年 以上 にわたって

四国の高松市で活動 した。
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エリクソン夫妻の家族写真

難㍗

8エ リクソ ン夫 人は大 島療養所 によ く通 ったに もかかわ らず、娘 たちを大 島療養所 に行 かせ なかっ

た。 この 日付 のない写真 は長老派教会歴 史協会 のアーカイブズ所蔵 の写真 である。写真掲載 の許

可 を もらって くださって感謝 したい。長女は1908年 に生 まれたイーデ ィス[Edith]。 次女 は1909

年 に神戸 で生 まれたエ リノァ[Elinor]。
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2.霊 交会の文学と意訳の問題

以 上 が エ リ ク ソ ン夫 妻 が 来 日す る まで の 経 歴 だ が 、 こ こ で 特 に 注 目 した い の は 、 エ

リ ク ソ ン夫 人 に よ る大 島 療 養 所 内 の キ リ ス ト教 文 学 の 翻 訳 活 動 だ 。 「翻 訳 」 とい う言

葉 を 使 っ た が 、 エ リ ク ソ ン 夫 人 自 身 は 、translationで は な く、interpretationの 語 を
9

使 っ て だ と述 べ て い る 。interpretationと い う語 は 、 「翻 訳 」 と い う よ り も 「解 釈 」 や

「意 訳 」 に近 い もの を 意 味 し、 テ キ ス トよ り も 間 テ キ ス ト(intertext)、 つ ま り原 文 と

意 訳 の 関 係 に注 目 し な が ら、 テ キ ス ト とテ キ ス トの 問 に 埋 め れ た 新 しい テ キ ス トと考
ユ　

え られる。

来 日以降、エリクソン夫人は文学作品 を使って布教活動を報告 した。最初に、アメ

リカの救癩協会の季刊誌 『営所の外 に出て」(WithouttheCamp)に 、大島療養所で

の文学作品や活動 レポー トを発表 した。エリクソン夫人による大 島療養所の霊交会会

員の作品の翻訳 は、同誌での掲載 に加 え、い くつかの媒体で公表されている。1920年

代前半以降、穂波 と霊交会員の詩 と作品や大島での宣教活動の記録が、エリクソン夫

人の 出版 した二冊 の書籍 で紹介 されてい る。「日本 の 白原』(TheWhiteFieldsof

Japan)と 『日本における幹線道路 と裏道」(HighwaysandBywaysin,japan)で ある。

それ らの本 には、作者名は記載 されていない。 また、『世界秩序の基礎』(Foundations

ofWorldOrder)と い う宣教活動 を紹介する別の著書で、エリクソン夫人は日本での

活動に 「日本で報いられたこと」("NotinVaininJapan")と いう一章を割いているが、

そこでは、大島での活動の成功例 を紹介 しなが ら、戦争の恐怖 を訴 え、平和 のメ ッ

セージを書いた。その後 も、アメリカに帰 国後の1949年 に、 日本のキリス ト教文学 に

ついて記 した 「日の本 にて歌 う』(SongsfromtheLandoftheDawn)を 刊行 し、こ
11

の著書で も大島療養所の患者の詩 を紹介 している。

大島療養所 の文学 を中心 に した英訳本 は三冊あ り、それ らの うちに二冊、『不屈の

魂』(SoulsUndaunted)(刊 行年不 明、戦前)と 『鳥のように逃れて」(Escapedasa

Bird)(刊 行年不明、戦後)は 小冊 である。『不屈の魂』 には頁番号が無 いが、合計

で28頁 、 「鳥のように逃れて』は、 『不屈の魂』 の詩に新たに27編 を加 えた増補版で、

合計31頁 。これら二冊冊 は挿絵は共通だが、表紙が異なっている。 また、 『不屈の魂』

には二つの異なった表紙が見つかっているので、少 なくとも一度は再版 されたことが

9翻 訳 と意 訳 の 違 い につ い て は、 ユ ー ジ ン ・A・ ニ イ ダ、 チ ャー ル ズ ・R・ テ イ バ ー.、 ノ ア ・S・

ブ ラ ンネ ン著(沢 登 春 仁 、 升 川 潔訳)「 翻 訳 一 理 論 と実 際』(研 究 社 、1973年)が 詳 しい。

10ロ ラ ン ス ・ヴ ェ ヌ ー テ ィ 「翻 訳 、 問 テ キ ス ト 性 、 意 訳 」Venuti,Lawrence,"Translation,

Intertextuality,Interpretation,"RomanceStudiesVol.27No.3,July2009,p.172参 照 。

11こ れ らの著 書 に加 え、 エ リク ソ ン夫 人 は さ らに1935年 、 賀 川 豊彦 の詩 の英 訳 、 「貧 民 窟 に て歌 う』

(SongsfromtheSlums)も 出 して い る 。
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あると推測 される。『不屈 の魂』 は詩 と挿絵 だけで構成 されているが 『鳥のように逃

れて』には救癩協会 の委員で もあったキ リス ト教作家、 ウォルター ・ファンカ ッ ト

(WalterFancutt)の 序文が付 されている。これ らに冊の内容 は全 く同 じとは言えな

いが、多 くの重複部分 を共有 している。

エ リクソン夫人はこの ように大 島療養所の文学作品 を数多 くの媒体で紹介 したが、

原文 と翻訳テキス トを比較 して読 めるものに、長田穂波の 「みそ らの花』(1928年)

とエ リクソ ン夫人 の英訳 書 『燃 ゆ る心』(Hearts.4glow-StoriesofLepersbythe

InlandSea)(1938年)が ある。本論文の中心的 な作業 は、これ らの原文 と英訳 を比

較 して読 むことである。そ際、時 に訳者エ リクソン夫人 と作者穂波の声が交錯する、

問テキス ト性に注 目してい きたい。

このようなエリクソン夫人の翻訳のあ り方の特徴 に着 目して、本論文では、キリス

ト教集団による文学の共有 と、エリクソン夫人による 「意訳」 との関係性 について考

えてい く。また、穂波の文学が知 られるようになったきっかけの一部は、エ リクソン
ユ　

夫人の意訳 だった ことも明 らかに したい。

エ リクソン夫人はアメリカ南部や神戸、高松 において、キ リス ト教文学 を通 してキ

リス ト教 を伝道する信仰者であ り、大島で も一般の人々に対 して文学 を利用 した布教

活動を行った。また、エリクソン夫人の活動は、大 島療養所 と他の療養所の信者の問

に、文学 を通 じた交流 を生んだ と考え られる。た とえば、長田穂波には、九州のキリ

ス ト教系 の回春病院や沖縄在住の青木恵哉(1894-1969)と 交流があった、 とい う記
ユヨ

録が残 されている。穂波 はキリス ト教の説教に用いる文章な ども書いたが、エ リクソ

ン夫人は彼の文学作品のみを翻訳 した。 この ことは、夫人が、説教 より、文学 を用い

たキリス ト教の伝道の方が、よ り効果的 と考えていたため と推測で きる。

エ リクソン夫人の翻訳 によって難解 な日本語の原文が親 しみやすい形にな り、海外

の人々の心 に伝 わっていった。夫人は、 ことにキリス ト教の信仰が美的に描かれた作

品に注 目し、意訳の仕事 に専念 したように思われる。大キリス ト教 とハ ンセン病 を描

く島療養所で創作 された作品には、文学的に見て興味深い コントラス トが生み出され

ている。

たとえば、エリクソン夫人によって意訳 された詩では、多 くの場合、地獄 としての

12エ リク ソ ン夫 人 は長 田穂 波 の英 訳 表 記 をNagataHonamiと した。 ま た 、 「み そ らの花 』 や 「霊 魂
なが た

は 羽 ば た く』 に は、 穂 波 の 名 前 は ル ビ で 「長 田」 に な っ て い る。 穂 波 本 人 は 、 「長 田 」 の 読 み と

して 「な が た 」と 「お さだ 」両 方 を用 い て い た よ うで あ る。 阿 部 康 成 氏 の 研 究 に よれ ば、「お さ だ」

の ほ うが よ く使 わ れ た とい う。 阿 部 康 成 「「霊 交 』 に あ とが き を記 す 一 香 川県 大 島 の 療 養 所 を あ

らわす 点 描 」 「滋 賀 大 学 経 済 学 部WorkingPaperSeries』No.150、2011年7月 、p.2参 照 。

13青 木 恵哉 『選 ばれ た 島 』新 教 出版 、1972年 。 これ も匿 名 翻 訳 者 に よ って 「沖縄 へ の 布教 』(Mission

toOkinawa)と して 英 訳 され て い る。
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「病気」 と天国としての 「信仰」が対比的に描かれることによって、鮮やかなコン ト
ユ　

ラス トが生み出されてい く。病気 によって失われた価値観が、キリス ト教 によってふ

たたび見 出されるのだ。この コン トラス トは意訳の小冊 の挿絵 にも描写 されている。

た とえば、『不屈 の魂』 のカバーに、重病 の患者が子供 に美 しい景色 を指 している。

神が作 った美 しい 自然 と患者的の崩れた体の コントラス トは、詩のみではな く、挿絵

にも示 されているのである。従って、このコン トラス トは様 々なレベルでテキス トの

中に含 まれていると言える。

7f!

」
壷

沿

『不屈の魂』の表紙

詩の例 を一つみてい きたい。エリクソン夫人の翻訳詩集 『不屈の魂』には、以下の

ような無題の詩が掲載 されている。

Sincepartingfrommyfather

Ihavewatched

Tenslowyearsroll;

Lostisthefatherofmyflesh

Butfound

TheFatherofmysoul1

"Shi
nja"

父と別れてから

十年もの時を

経て来ました

肉の父をなくしましたが

魂のお父様が
　　

見 つか りま した1
ユ　

信者

14同 じコ ン トラス トは 日本語原文 において も目立 っている。詳 しくは、KathrynTanaka(2012年)

と阿部康成氏(2013年)に 参考。

15本 論文 中の詩 や引用 の 日本語訳 お よび英語訳 はすべ て筆者 による ものである。
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この詩においては基本的に、肉の父 と魂の父が対比 されている。最後の行の大文字

のFで 始まる 「父」(Father)は 神を指 している。 この詩は、肉親の父 とは別れたが、

自分の魂の根源につながる神 を見つけた とい う内容 になってお り、病気のために父を

失 くしたが、キリス ト教 によって新たな 「父」 と出会ったとい う展開の中に、静かな

平安を得た作者の安息 を感 じることがで きる。

この詩については、エリクソン夫人が 自身の翻訳 を 「意訳」 と位置付けていること

に も注 目したい。この英訳詩の 日本語で書かれた原詩は明らかになっていあないが、

詩 に限 らずエ リクソン夫人が訳 した詩の多 くは原詩が どの ようなものだったのか判明

していない。訳詩 は、英語でcoupletと 呼ばれる二行連句 に近い形になっているの
ユ　

で、原詩は俳句や短歌だったのではないかと推測 される。1920年 代前半以降、俳句や

短歌を英訳する際には二行連句に近い形が採用 される場合が少な くない。

引用 した英訳は古風 な趣のある詩になっている。たとえば、普通の英語だ と、The

fatherofmy且eshislostだ が、この訳では、Lostisthefatherofmy且eshと なってい

る。 これはもちろん、Lostと い う過去分詞を強調するためであるが動詞 を文頭 に置

くと古風な英語の味が出る。また、 この詩には受動態が使用 されているが、 これは詩

では主語 を欠 く場合が多いための工夫 と考えられる。

ここに、エ リクソン夫人が 「意訳」の形で翻訳 を行った際の問題点がある。また問

テキス ト性の問題に も注 目する必要がある。なぜな らば、 日本語原文が明 らかでない

場合 も、 日本文学のinterpretationと して、アメリカや 日本のキ リス ト教信仰集団内

で流布 した作品が少 なか らずあるか らだ。更に、 日本では、穂波の詩が英訳 されたと

いう事実が、詩それ自体 よ りも注 目されたことを考慮に入れる必要がある。

先の 「信者」の詩はエリクソン夫人の翻訳詩集 『不屈の魂』に収録 されている。こ

の小 冊 子 は、大 島療 養 所 の キ リス ト教 詩 壇(TheChristianPoetryClubatthe

OshimaLeprosyHospitalinJapan)に よる翻訳 とされているため、この詩はまず 『霊

交』 とい う雑誌 に掲載 された後翻訳 されたと推測 される。が 『不屈の魂」 に収録 され

た他の訳詩 も、原文の出処が明 らかにされてお らず、それ らが 『霊交』に掲載された

のか どうか、確認す ることはで きない。また、実際の原詩の形式が 自由詩だったのか、

俳句だったのか、短歌だったのかも、すべ て不明だ。穂波は自由詩を好んだが、翻訳

された詩の多 くは、二行連句 に近い短い詩や、韻 を踏む形式 に訳 されている。

上記の通 り、『不屈の魂』に新たに27編 の詩を加 え、1篇 を削除 して出版された 『鳥

16『 不 屈 の 魂 』 頁 番 号 記 載 な し。 作 家 の 名 前 と して、"Shinja"と 記 され て い る 。 も しか し て、 日本

語 で は 「信 者 」 に あ た る と推 測 が で きる。

17俳 句 の 英 訳 につ い て は 、 川 本 皓 嗣 『日本 詩 歌 の伝 統一 七 と五 の 詩 学』(岩 波 書 店 、1991年)が 詳

しい。 と くに、194-212頁 に参 照 。
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のように逃れて』 も、 『不屈の魂』 と同様、原詩の 日本語が どの ようなものだったの

か判明 していない ものが多数 を占める。出版の際、 『不屈 の魂』所収の詩か ら唯一削

除されたのは以下の詩だ。

BeforeIknew

Iwasaleper

Peopleusedtoask

Whatmake-upIcoulduse

Tokeepmyfacesobeautiful1
18

Shirano

癩者だと

知る前に

人々は尋ねた

どんな化粧品を使えば

それほど顔を美しく保てるのかと1

この詩が削除された事実は大変興味深い。削除 された真の理由を知 ることはで きな

いが、他の詩 と比べ、 この詩の内容が世俗的であるためではないか と推測 される。ま

た、天国や神への賛美や病苦 について歌っている詩 もあるが、 この詩はそれ らと異 な

り、恐 ろしい病気がもた らす 「美 しさ」 を皮肉を込めて歌っている。この詩の原詩 は

まだ見つかっていない。 また、他の詩に比べて、 この意訳は比較的口語的に訳 されて

いる。脚韻 も使 ってお らず、他 との詩 とのス タイルと違いが著 しい。 しか し、削除の

理 由その ものは相変わ らず不明である。

3.エ リクソン夫人 による長田穂波の 『みそらの花』意訳

謎'・

r;,

ll
寵

碍

青 ・ ・

「燃ゆる心』に差 し込んだ葉書

ここか らは、実際 に英訳 と日本語の違いを比較が可能な長田穂波の 『みそらの花』

18『 不屈 の魂』頁番号記載 な し。
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と、その翻訳 としてエ リクソン夫人が手がけた 「燃 ゆる心』(HeartsAglow)を 比較

してい きたい。阿部氏が指摘 したように、この場合 は 「翻訳」 と言 うよ り 「共著」 と
19

考 えたほ うが よいと思われる。 『燃 ゆる心』 は長田穂波の 『みそ らの花」 の訳だけで

はな く、「霊交会」(ChristianPoetryClub)の 詩 も掲載 されている。『みそ らの花』

は基本的に穂波が霊交会のメ ンバー との経験を語る本である。穂波が語って14人 の伝

記か ら、エリクソン夫人は9人 を選んでいる。そして、『燃ゆる心』の内容 は 「みそ ら

の花』 に負 う件が多いが、 また出所の異なる詩 も加 えられている。 これはエ リクソン

夫人 によく見 られ るパ ター ンである。 『日の本 にて歌ふ』 とい う英訳本 には、賀川豊

彦 の詩 を中心に、大島療養所の入所者の詩 も含め、 また山室軍平(1872-1940)の 詩

や松 尾芭 蕉(1644-1694)の 俳句 も英訳 して収 め られて い るの で、著 者 名 は/by

KagawaToyohikoandotherJapanesePoets/(「 賀11f豊彦氏 と他の 日本詩人」)と なっ

ている。同様 に、「燃ゆる心』 は穂波の作 品が中心 になっているが、他の著者の作 品

も収録 されている。その意味で、 「燃 ゆる心』に挿入 された葉書 は興 味深い。葉書 に

も、穂波 とエ リクソ ン夫人の写真 を一緒に印刷 し、外見的に 「共著」 として本 を紹介

している。従 って、 この英訳書 を読むには、訳 され方が大切 になって くる。「翻訳」

ではなく、「意訳」 されているか らである。その事実か ら何が生 まれて きたのか、具

体的な例 を見てい きたい。

エ リクソン夫人のテキス トの構造 自体が興味深い。 まず、エ リクソン夫人に とって

「意訳」 とは何 だったかについて考 えてい きたい。『燃ゆる心』の中では、次のように

述べ られている。

"l
nretellingthesestories,Ihaveallowedmyselfallfreedom.InsomeIhavegiven

explanationsanddescriptionstomakeavividsettingforthepicture.Inothers,Nagata's

styleandmineandintermingled...Ihavenottriedtopreservetheforminwhichthey

werewritten,butrathertotakethebeautifulthoughtinthemindoftheauthorandputit

inthereader'sheart."

20

(この 話 を再 び語 る と き、私 は 自分 に充 分 な 自由 を与 えた。 まず 、設 定 を鮮 明 にす るた

め、説 明 や描 写 を加 え た。 また、 長 田 の文体 と私 の 文体 を混合 した...文 体 を書 か れた

通 りに保存 しよ うとせ ず 、む しろ作 家 の脳 裡 に ある美 しい思 い を、そ の ま ま読 者 の心 に伝
　ユ

え よ う試 みた ので す。)

19こ の点 につ い て は、 阿部 氏(2013年p.9)。 また、Tanaka(2012年 、 第2章)に 参 照 。

20Retellingは 翻 訳 を指 し て い る が 、 エ リク ソ ン夫 人 は英 語 のtranslationと い う語 の 使 用 を避 け て

い た。 そ の た め 、 こ こ で は 「翻 訳 す る」 とい う語 の使 用 を避 け、 「語 る」 と した。

21Erickson,LoisJohnson,"AWordofExplanation"(一 言 の説 明)「 燃 ゆ る心 』p.3-4
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ここに書かれているように、エ リクソン夫人は翻訳に際 して穂波の作品を逐語訳せず意

訳 している。その意味で、エリクソン夫人は穂波の共著者であった とも言えるだろう。

『燃 ゆる心』 には、穂波作 品の内容 を補足説明 している ところが多 く、穂波 自身の

記述を踏襲 した箇所 もあれば、エリクソン夫人の加筆箇所 もある。神 田慶三の話 を例

に引 こう。 『みそ らの花』の 「一家離散遍路の旅に」 とい う章 に慶三の伝記が述べ ら

れて いる。エ リクソ ン夫人 は 「生 まれ変わ った男が輝 きなが ら立 ちだす」("The

NewManStandsForthShining")の 章で慶三の話 を取 り上げている。慶三は発病 と

ともに家族 を失って苦悩 し、犯罪 まで犯 して大 島療養所 に強制的に入所 させ られた後

キリス ト教の信仰者 になった。穂波の 「一家離散遍路 の旅に」の章 は詩か ら始まるが、

エリクソン夫人はその詩 を意訳せず、直接穂波の散文から訳 し始める。

「廣 島市 か ら離 る ・凡 そ三 里 の所 、海 辺 に小 さ き町 が あ る。此 処 の産 業 は 「か もじ」 と

廣 島名物 の牡 蠣 とで あ る。 冬期 には全 国 の各都 市 の、 川や 港 に屋形 船 を浮 かべ て 、料理 業
22

を 営 む の で あ る 。」[穂 波]

rHiroshimaisfamousforwigsandoysters.Inlittlemudwalled,strawthatchedvillages

theable-bodiedtillthepaddyfields,whileoldpeopleandchildrenbusytheirfingerswith

frowsybalesofcoarseblackhair.Whenautumncomestheyoungmenstocktheiroyster

boatsandsetoutforlargecities.Afewcrudeearthenwarepots,severalbagsofcharcoal,

somewoodenbucketsofcold,unsaltedrice,theoysters,andneedfulcrockeryand

chopstickschangetheboatintoarestaurant.

(広 島 は桂 と牡 蠣 で 有 名 で あ る。 泥 壁 や 藁 葺 家 の 小 さ な 町 に 、 健 康 な も の は 水 田 を耕 し な

が ら老 人 や 子 供 は 黒 く硬 い 髪 の 毛 の だ ら し な い 梱 で 指 が 忙 し い 。 秋 に な る と青 年 は 牡 蠣 の

船 を仕 入 れ 、 大 きな 都 市 へ 向 か う 。 少 数 の 粗 末 な 陶 器 、 い くつ か の 木 炭 の 袋 、 多 少 の 塩 無

しの 冷 た い ご飯 の 木 製 容 器 、 そ し て 牡 蠣 、 必 要 な皿 と 箸 に よ っ て 船 が レス トラ ン に 変 更 す

　ヨ

る 。)[エ リ ク ソ ン夫 人]

これでエリクソン夫人の 「設定 を鮮明にするため、説明や描写 を加 えた」事情がよ

く理解 される。「描写 を加 える」 はエ リクソ ン夫人の翻訳 の大切 な部分である。ロラ

ンス ・ヴェヌーティベヌチの研究 によれば、翻訳は 目的の言語や文化 に応 じて、その
24

言語や文化 に順応(domesticate)さ せ られる傾向が ある。そのため原文の意味や統

22『 み そ ら の 花 』p.3

23『 燃 ゆ る 心 』p.7

24LawrenceVenuti,TheTranslator'sInvisibility:AHistoryofTranslation(2nded.),Routledge,

2008年
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語、価値などに変化が生 じる。エリクソン夫人の場合は、異文化のエキゾチ ックなと

ころを削除 した り、説明を加 えた りしている。欧米人に理解で きるように 日本の 「小

さき町」の住いや生活の描写を穂波の原文よ りはっきり記述する。屋形船の料理業 を

穂波 よ り詳 しく説明されている。上に示 した抜粋はエ リクソン夫人 と穂波の 「共著」

と言って もいいだろう。

しか し、穂波の原文の直訳 もある。エ リクソン夫人 自身もこれを 「双子」("Twins")

(『みそ らの花』では 「双児の孤児」)と い う伝記の序で説 明している。そ こでは、エ

リクソン夫人は直訳(directtranslation)す るときには、引用符で記する、 と書いて
　ら

いる。 しか し、エ リクソン夫人は 「直訳」の場合 も、上記のような説明 を加え、穂波

の古風な文 を現代人に も親 しみやす くする工夫を している。だか ら、「直訳」 と書い

て もエ リクソン夫人の英訳は穂波の原文 をdomesticateす る役割 を果た している。

直訳 と言 って して も、エ リクソン夫人のテキス トには、夫人の声 と穂波の声が共存

している ところがあ り、これは翻訳のエ リクソン夫人のテキス ト構造の特徴である。

慶三の話に もどれば、エリクソン夫人は以下のように慶三の話 を結んでいる。

IsawKeizowhenIwasatthehospitaltheotherday.Heisquiteblindnow.Butfor

yearsthemarksofdishonesty,sensuality,hate,anddespairhavegonefromhisface.

Behindallthedistortionshinesahappinesswhichstartles.Nagata,fellowsufferer,ends

hisstorythusquaintly:

"Thekno
wledgeofthisgooddoctrinecausedthewishtohearboilupwithin

him.FrombaptismKeizoisamanlivingaresurrectedlife.Injoyorpain,griefor

gladness,hegivesthanks.Wecanprophesythefuturewithconfidence,for

Christlivethwithinhim.

"Theoldself

Andthesin,

AllcleansedandpurifiedbeforetheCross

Thenewmanstandsforthshining1

0Keizo,blind,

Butprayingalwayswithdeeploveandtears,

Saltoftheearth,lightoftheworld,

Mayallthejourneyleftyoube

OfHeaventrulymorethanblessed.

25『 燃 ゆ る心 』p.35
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Amen.

(先 日、 病 院 に行 っ た と き慶 三 に会 った。 今 で は完全 に盲 目に なっ てい る。 しか し、数

年 来 の、詐欺 、好色 、憎 しみ、絶 望 の痕跡 が顔 か ら消 えて いる。 盛 んな る歪み の後 ろか ら、

び っ く りさせ る幸 せ が輝 いて い る。 同 じ病 に苦 しむ長 田 は この よ うな風 変 わ りな話 で結 ん

でい る。

「この 良 い教 義 の知 識 に よっ て、 聞 きた い とい う希 望 湧 かせ た。 洗礼 に よっ て慶 三 は復

活 した 生活 を送 っ てい る。 喜 びで も、 苦 しみで も、 悲 しみ で も、幸 いで も、 感謝 を送 る。

キ リス トが彼 の中 に住 んで い るこ とに よって 自信 を もって 未来 を予言 で きる。

昔 の 自己

そ して罪

十字 架 の前 に全 て は浄 化 され 、清 め られた

真新 しい人 間が輝 きなが ら先 に立つ1

オー、慶 三 よ、盲 目の君

しか し深 い愛 と涙 で いつ も祈 って い る

大地 の塩 、世 界 の光

残 され た旅 はすべ て

神 か らの恩恵 を受 ける よ りも本 当 に天 国の ようであ ろ う
26

ア ー メ ン)

この結びには、エリクソン夫人自身の声が混入 している。三人称の語 りか ら一人称

の語 りに移行 してか らである。エ リクソン夫人は 「私」(1)を 前面に出 しなが ら慶三

に関係する自分の経験 を語っているのである。この 「私」によって、テキス トの隠れ

たはずの翻訳者が明 らかになる。エ リクソン夫人が自分の経験 を語ることでそれがそ

のまま、穂波のテキス トの補足にな り、そ して、 このナレーターとしての 「私」が出

ると、同時にそれは意訳の域 を脱 して瞬 く間にエ リクソン夫人 自身のテキス トになっ

ている。 同様 に現象が、「双子」("Twins,"「 双児の孤児」)の 話の中で も起 こる。こ

れは病気が急速に悪化 している双子の話だが、そ こで、エ リクソン夫人 自分の 目に映
27

じた病気の子供の悲劇 と信仰の輝 きについて語 っている。

しか し、穂波自身の声 はこのテキス トに聞 くことができるだろうか。エリクソン夫

人はよ く、上記の ように、「同病者長田は古風で、この ように話を結ぶ」 とか 「長 田
28

が い う」("Nagatasays")と 、 直 訳 で 記 し て い る が 、 こ れ も意 訳 だ と い え よ う。 穂 波

26同 書p.27-28

27同 書p.41,95

28同 書p.43
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の 自伝の場合 も同 じだ。エ リクソン夫人はほぼ直訳(closetranslation)し なが ら穂

波の話 を紹介する。慶三の伝記 と違って、穂波の 自伝は、穂波的にある一人称の語 り

になっている。このような特徴があるにもかかわらず意訳 と同様 な訳だ としか考え ら

れない。

直訳 と記 した先の慶三の話の原文を見てい こう。穂波はいつ も霊交会の会員の伝記

をその人に宛てた詩で終 える。慶三の場合 は以下にようである。

善 き教 な るを覚 え さ され、一 つ の感動 を うけ た と共 に、一 度教 え を聞 いて見 度 い とい う

求道心 は、 この時 湧 いて 来た ので あ った。 其後 の彼 は霊交 会 に加 は り、霊 育 され て受洗 の

光 栄 に浴 した。現 在 の如 く両 眼共 に失 明 し、体 の 自由 を失 ひて後 も、其 他 、吉 凶禍福 一 切

の 出来事 に も唯感 謝 して 、多 くの求道 者 を導 きつ つ ある。 彼慶 三 は爾 来全 く更 生せ る生 命

に活 きて居 る。 最早 後 日を予 言 して も大丈 夫 で あ ろ う。 キ リス ト彼 の内 に活 き給ふ 故 に。

ア メ ン。

古 き人 、罪 の身 は

十字 架 の血 に拭 はれ て

現 はれ 出で た り眞生命 の輝 き。

涙 と愛 に

絶 えず祈 る盲 人

地 の塩 、世 の光 な る我 が慶 三 の

人 の世 の残 る旅路 に
29

オー天 よ りの祝福 あ れ よ。 ア ーメ ン。

もちろん、エリクソン夫人はこのテキス トに補足 を加 えていない。確かにこれはエ

リクソ ン夫人のテキス トは穂波のテキス トにほぼ忠実であるが、エ リクソン夫人のテ

キス トには、霊交会の話がない し、 また、多 くの求道者 という言葉 もない。 しか しこ

のような細かいところより、穂波の 「古風」 とエ リクソン夫人の読みやすい訳が コン

トラス トになっている。 また、穂波の最後の詩は 「祈 り」になってお り、 ここに見 ら

れる。「アーメン」 は、讃美歌の ように声 を出して祈ってい るのだ と考 えられる。テ

キス ト上には、 この 「アーメ ン」 と前 出の 「アメ ン」 との相違 は、「ア」か 「アー」

の発音である。「アメン」 という表記 の使用 も、讃美歌 と散文のテキス ト機能の違い

を強調することにあると考え られる。

翻訳のテキス トは もともと複雑 な間テキス トである。エ リクソン夫人が穂波その他

29『 み そ らの花 』p.22-23
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の大島療養所入所者の文学作品に対 して行 った翻訳作業は、欧米文化 に順応せ、 より

親 しみやす くすること意図 した 「意訳」だった と考えられる。では、エ リクソン夫人

によるそのような 「意訳」は どのような問題を生み出しただろうか。エ リクソン夫人

の意訳 による英文、穂波に よる原文 とでは表現 された意味が微妙に異 なることもあ

り、英訳が新たな作品になっていると言えるようなケースもある。た とえば、エ リク

ソン夫人の意訳では、大 島療養所 は安息所 とされ、偏見や差別のある療養所外部の社

会 と比べ、安全 に治療を受けることが可能な場所であるかのように描かれている。私
30

はすでに一度でこの描写 について論 じているので、ここでは詳細 は省 くが、共通に言

えるのは、入所者たちは宗教 によって平和 と心の平安を見出す ことであるとされてい

る。

宗教 による慰めは、エリクソン夫人の出版物 において、特 に強調 されている。たと

えば、『燃ゆる心』の序文では、入所者の病気による苦 しみ とキリス ト教による慰め

が次のように語 られている。

"Eachpatienthashistaleofs
uffering.Manyhavebeendrivenawayfromtheir

homes...Andmanyhavefound,whenatlasttheyhavebeentakentothebeautiful

island,notonlycomfortandsecurityandameasureofhealing,buttheknowledgeofa

FatherWholovesthem.Thishastransformedtheirlives."

(患 者 は 、 一 人 ひ と り苦 しみ の 物 語 を も っ て い ま す 。 多 くの 者 は 家 か ら追 い 出 さ れ...そ

して 多 くの 者 は 、 こ の 美 しい 島 に 連 れ て 来 ら れ る こ とに よ っ て 、 や っ と安 楽 と 安 全 を現 出

し た だ け で な く、 愛 して く だ さ る 天 の お 父 様 を知 る こ とが で き た の で す 。 そ れ に よ っ て 、

31

彼 らの人生 は変 わ りま した。)

このように、序文では、患者の安心 は病 院での治療だけではな く、宗教 との出会 い

か らも生 まれるとい うことが強調 されている。穂波 を始めや霊交会会員の作品には、

キ リス ト教による慰 めが詳細 に語 られているがそれをエ リクソン夫人が は簡略化 し、

親 しみやすいものに しようとした。確かに彼女の功績は大 きいが、原文の複雑 な美 し

さに変更が加えられていることも否定で きない。

たとえば、穂波の 『みそ らの花』には 「順礼姿で一人旅」 という挿話が収め られて

いる。この話は、みよとい う少女のエピソー ドを綴 ったものだがエ リクソン夫人の意

訳 と穂波の原文とでは、彼女の悲劇を語るという内容は同じであって も、その語 り口

30Tanaka(2013)を 参 照 。

31『 燃 ゆ る心 』p.3
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は大 きく異 なる。

み よは幼 い頃に母親 を失い、父親の深 い愛情 を受けて育つが、ある日父親が再婚 し、

二人 目の母親 と上手 く関係を築けなかったため、隣村に子守奉公 に出された。やがて

十歳の時、そ して、彼女 は乃木将軍の殉死 とその御霊車を見送った後、癩病 と診断さ

れ、実家に帰る しかなくなる。最初、父親はみよとの心 中を図ったが、隣人に助け ら

れ、結局みよは義母 に巡礼の旅に出されることになる。その後、四年 をかけて四国を

回った後、大島療養所にたどり着 き、み よはそこでキリス ト教の信者 になった。

以上の内容 は、エ リクソ ン夫人に よる英訳 で も穂波に よる原文で もほぼ同 じであ

る。 しか し、両者はみ よのエピソー ドの伝 え方の点で大き く異なる。例 として、結 び

の部分 を比較 してみたい。エ リクソン夫人によるみよの話の結びは次の ような もので

ある。

Formanyyearsnow,shehasbeensafeandsheltered,andthedoctorshavestayedthe

progressofthedisease.ShehasfoundpeaceofsoulinthelittleChapeloftheCross.But

beyondthebeautyoftheseaaroundher,shecanlooktothemountainsofShikoku,and

ヨ　

sheknowsthathundredofhomelesswanderersstillcrawltothosetemplesforrelief.

Oftenitallcomesback.Whenthewindsrage,theywhipagainherraggedgarmets,and

shefeelstheraindripintoherflimsyshelter.Heatandhungerarenotforgotten,norcold

andwearinessandpain.Onelittlepilgrimsufferedsomuch,andmany,manystillare

ヨヨ

suffering...

(長 年 、 彼 女 は 安 全 に 保 護 さ れ 、 医 師 が 彼 女 の 病 気 の 進 行 を く い 止 め て い ま し た 。 彼 女

は 十 字 架 の 小 さ な 礼 拝 堂 で 魂 の 平 安 を 見 つ け ま した 。 し か し、 自分 を 囲 む 美 しい 海 の 向 こ

う に 、 彼 女 は 四 国 の 山 々 を 見 る こ と が で き、 何 百 人 もの 家 も な くさ ま よ う 人 々 が 、 ま だ お

遍 路 の お 寺 に安 心 を 求 め 、 そ の 門 を く ぐっ て い くこ と を 知 っ て い ま す 。

み よ は よ く思 い 出 し ま す 。 風 が 強 く吹 く と き、 ぼ ろ ぼ ろ の 服 に そ の 風 が 吹 きつ け 、 粗 末

な 小 屋 で 雨 漏 りに 耐 え な く て は な ら な か っ た こ と を。 あ の 暑 さ も 空 腹 も、 そ して 、 寒 さ も

疲 労 も 痛 み も決 し て 忘 れ る こ と は で き ま せ ん 。 み よ の よ う な 小 さ な 旅 人 が 大 変 な 苦 労 を

し、 多 くの 、 多 くの 人 々 が 今 も な お 、 苦 悩 し続 け て い る の で す...)

一方、穂波 は以下 ような詩でみ よのエピソー ドを終 えている。

人 はパ ンのみ に由 りて活 きない Mandoesnotliveonbreadalone

32"thosetemples"は 四 国 八 十 八 ヶ所 の お 遍 路 の お 寺 を 目指 して い る。

33『 燃 ゆ る心 』p.123
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実 に 人 の 奥 意 の 求 め はHowdeep

如 何 に 深 刻 な る も の で あ ら うThetruedesiresofmen1

教 へ に て もNeitherthroughteaching

儀 式 に て もNorthroughritual

充 た し得 ざ る深 き憧 憬Canthedeeplongingsbesatisfied

も し是 を し も充 た し くる る者 あ ら ばIftherewereonewhofoundthisfulfilled

彼 女 は凡 て を投 げ捨 て て

其 の一 つ を抱 きしめた であ らう1

人の心 の底 深 き流 れ に

我 はそそ がん事 を祈 る

全 身 の血 と涙 との生 命 を1

イエ スの 恵 と愛 に

結 ばる る満 足

そ こに真 の神 の国 があ る。

聖霊 の御働 きかけ

ひた に祈 る

祝 福 の手 の豊 な らん こ とを

オー愛 す るみ よ姉 に幸 あれ よ。

Shewouldthroweverythingaway

Andholdsthatonethingclose1

Throughthedeepflowoftheheartsofhumans

Iprayforawakening

Ofallthebodゾsbloodandtearsandlife1

TheblessingsandloveofJesus

Bringsatisfaction

ThereisthekingdomofthetrueGod.

TheHolySpiritatwork

Ibeseechinprayer

Thatshebeblessedbythehandsofbenediction

ヨ　

Oh1IwishhappinesstomybelovedsisterMiyo.

次に、穂波のレ トリックのス タイルを見 てい きたい。穂波の詩 は日本語で も英語で

も意味を汲み取 るのが困難だが、人問は容易に満足 を得 ることが出来ないが、キリス

ト教の信仰 によって幸せ と満足 を得ることがで きる、要約 して もいいだろう。穂波 は
ヨら

宗教的なレ トリックを多 く用いているが、その文体 は讃美歌 に近い と言ってよい。 し

か し、キリス ト教信者にとってはなじみの深いこのようなスタイルも、一般の人々に
36

とっては不慣れな文体であろう。 こうした事実か ら考えて、穂波の読者の多 くはキリ

ス ト教信者であっただろうと推測で きる。

文体 の相違だけではな く、 もう一つ大 きな違 いがあった。それは、 『燃ゆる心」 に

挿絵を入れたとい うことである。 この挿絵 を入れたのかは、推測 になるが、 日本やハ

ンセ ン病のことを知 らない外国の読者の理解の手助 けのためだったのではないだろう

か。みよのエ ピソー ドに付 された巡礼姿のみ よの挿絵 もエ リクソン夫人の行った 「意

訳」の一部であると考え られる。

34『 み そ ら の 花 』p.20-51

35Tanaka(2012)p.131

36ド 可音r(2013)p.16-20
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『燃 ゆる心 』p.121

このように、穂波の文体を変更 したことに加 え、挿絵 を付 したことも、エ リクソン

夫人の意訳が、作者の言 わん とす るところを簡略化 し、読者 にとって親 しみやすいも

のにしようとしたため と考え られる。

エ リクソン夫人による意訳が、穂波の原文 と異なるスタイルで書かれていることを

念頭においた上で、彼女の意訳がキリス ト教文学や癩文学に対 してどの ような役割 を

果 たしたか、それをここでは考えてい きたい。

穂波の原文でも、エ リクソ ン夫人の意訳 においても、その結びにおいて神への信仰

が強 く語 られていることは共通 している。また、みよか ら一般の人々に目が向けられ

ている点 も同 じであ る。 しか し、エ リクソン夫人 による結びでは、それ らに加 えて

「救わなければならない患者が まだ多 く残 されている」 とい うこともまた強調 されて

いる。穂波 は世間一般の人々に対する祈 りについて述べ ているが、エリクソン夫人は

世の中のハ ンセン病患者全てに目を向けている。 これは両者の最 も顕著な違いだ と言

える。このように、穂波の レ トリックのスタイルとエ リクソン夫人のス タイルは全 く

異 なる。

穂波が最 も多 く書いたのはキリス ト教文学で、讃美歌の ような詩や英米 キリス ト教

思想を扱った詩を多 く残 した。たとえば、 よ く讃美歌で使われる統語法、省略符号や

カタカナ を使って文体 を強調する手法 を多 く用いることが穂波文学の一つの特徴だと

言 えるだろう。讃美歌はもちろん神を讃美歌するものであるが、喜びや強い感情、感

嘆文な どを使 う讃美歌は少な くない。穂波の詩 もこの讃美歌の修辞学的手法を用いて

いる。
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4.エ リクソン夫人の翻訳のキ リス ト教布教団における普及 と利用

穂波は、その文学作品によって 日本のキリス ト教信者 にはよく知 られた存在 となる

が、エ リクソン夫人の訳書 も、宣教師たちの問で知 られるようになった。以上述べ て

きたように、エリクソン夫人は1920年 代前半、大島療養所の入所者たちの作品を掲載

した 『営所の外 に出て』 を出版 した。かな り早い段階から、大島療養所におけるエリ

クソン夫妻 とその布教団の仕事の内容やキリス ト教への入信者増加の成果が知 られる
ヨ　

ようになっていた。その結果、大 島療養所の布教団への基金が集 まるようになったの

である。英訳 された詩の中にはこうした基金への ヒントが含 まれている。たとえば、

「燃ゆる心』の中には、エ リクソン夫人 自身の詩 も含 まれている。

ThegoldthatweofferourLordtoday

(lfinlove`tisgiven)

Tothelepers,blindandlameandold,

Tothechildrenlostinthedarkandcold

WhowanderoutsideofHistenderfold

MayyetbringHeaven1

ヨ　

L.J.E.

(今 日我 々が 神様 に差 し上 げ る黄金

(る 乙愛 で差 乙_左げンきら)

盲 目、不 自由、 老 いた癩 者へ

暗 く寒 い 中で迷 子 に なった子 供 た ちへ

誰が神様の優 しく包 まれた温 もりの外で放浪 しよう

そ して天 国へ と導 くの か も しれ ない1)

また、『燃ゆる心』 の最後の頁 に押入された次のようなエリクソン夫人の詩。

Somewidowbroughthermite

AndthroughGod'sgrace

Thatgloriouslightwasborn
39

0nKeizo'sface

(ある未亡 人 か ら灯 を もらい

そ して神 の愛 に よって

慶 三 の顔 に

あの光 輝 く光 が生 まれ た)

この詩に出て くる慶三は 『みそ らの花」ので語 られていた人物である。エ リクソン

37エ リクソ ン夫妻 は 日本文学 に も登場 している。菊池寛(1888-1948)は1917年 に書 いた 「父帰 る』

という作 品の舞 台を生地 の高松 に設 定 して、 エ リクソ ン宣教 師の名前 を出 している。

新二郎 おたあさん、今 日浄願寺 の椋 の木で百舌 が鳴い とりま したよ。 もう秋 じゃ。._兄

さん、僕 はやっぱ り、英語 の検 定を とるこ とに しま した。 数学 にはええ先生 がない

けに。

賢一郎 ええやろ う。 やは り、 エ レクソ ンさん とこへ通 うのか。

新二郎 そ うしよ うと、思 っ とるんです。宣教 師 じゃ と月謝 がい らん し。菊池寛 「筑摩 日本

文学全集 菊池寛』p.43

38『 燃 ゆる心』差 し込 んだ葉書

39『 燃 ゆる心』p.127
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夫人は、欧米の信仰者か らの寄付 によって、慶三のような人たちが救 われると語って

いる。つ まり、神の素晴 らしさへの寄付が結果 としては慶三の救いにつながるのであ

る。

以上の二つの詩はエ リクソ ン夫人の手になる ものであった。次に引 く英訳 された患

者の詩にも同様の ヒン トが含 まれている。

BrightlightsaregleaminginourHouseofprayer

(Thelittlechurch

Givenbyfriends

Inotherlands)

Andchildishfacesbendinecstasy

Abovetheirsleepingdollswithgoldenhair.

　む

Miyake

明るい光が輝いているのはわが祈祷所

(それは他国の

友達から贈られた

小さな教会だ)

子供らしい顔は歓喜とともに向けられる

金髪の眠れる人形たちの上に

三宅

この詩の中には、かっこで閉 じこまれている ところはエ リクソン夫人の補足だ と推
　ユ

測で きる。また、 この詩 は和服の 日本人の子供が洋服の金髪の人形を抱かれている挿

絵 と教会の挿絵 に囲まれている。挿絵 によって、詩 に語 った上、挿絵で視覚で理解で

きるように寄付の効果 を補強された。

冠

・
繋

難

-轡

織

驚

蔑

,

菰

講

『、

難

隷

鯵

「燃 ゆ る 心 』p.50、51

40同 書p.50

41エ リク ソ ン夫 人 が 詩 の後 に か っ こで 説 明 を加 え る こ とが ほか の と こ ろ で も見 られ る。 た と え ば、

宮 内 岩 太 郎 牧 師(1871-1944)の 詩 も 「燃 ゆ る心 』 に掲 載 され て い るが 、 そ の 詩 の最 後 に 、nota

leper「 癩 者 で は な い」 とあ るの も、エ リク ソ ン夫 人補 足 説 明 だ と考 え られ る 。(「燃 ゆ る 心』p.54)
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また、 この詩と挿絵は海外の人々の基金 によって島にこのような小 さな教会が建 て

られたことを報告 しているのである。また、人形の金色の髪の毛 を考えた ら、 もしか

して、金髪の複数の人形 も寄付 された物ではないかと考えられる。病気であるが、病

気の気配のない 日本人の子供たちの喜 びと海外か らの恵みのコン トラス トは非常に興

味深い。救癩協会 の出版物の中には、重い病気 に病んでいる女性 や子供の姿が珍 し

い。女性 と子供が病気であって も、寄付によって普通に近い 日常生活送 られているこ

とを出版物の中に強調する。エ リクソン夫人の英訳書 もその模様 になって、病気で

あって も子供 と女性 を読者が理解 しやすい 日常生活のなかで描かれる。そ して病気の

悲劇を強調する際、男性の重病な姿を描かれることが多い。

これ らの詩は、直接基金を集めることを目的 とは していないが、基金によって、ど

んな仕事がで きるのか を述べている。これは基金の引 きというより、基金の扱い を証

明 している。キリス ト教宣の教活動を扱った本の中にはよ く基金 を集めるための封筒

や葉書が差 し入れ られてい る。エ リクソ ン夫人の本の場合 も同様だったと聞いてい
42

る。

確かに、 『営所の外 に出て』 は雑誌広告の中で、基金を直接勧誘 してい る。寄付の

送 り先の住所や寄付者 の感謝欄 が掲載 された うえ、「癩者 のため に売 ってい るもの」

の欄 もあった。その欄には、現金 を寄付 したかったが、お金がないため、その代わ り

に宝石や貴重品を寄付 した個人名が記載 されている。そ して、救癩協会が雑誌の中で

その貴重品を報告 していった。たまに、 この欄 に日本からの古美術や着物 などが掲載

されている。エリクソン夫人の孫のエ レイ ン氏 によると、エ リクソン夫妻 は給料や贈

り物をほぼすべて布教の仕事 に使 ったので、宣教師か らの寄付 もこの活動 に含 まれて

いる。

これ らの例 も含めて、エ リクソン夫人の著作 に共通 しているのは、大島療養所 を日

本 におけるキリス ト教宣教の成功例 として描いていることだろう。長田穂波や三宅官

之治のような熱心な信仰者がいたか らこそ、大島療養所の霊交会が布教活動成功のシ

ンボル となったと言 える。特 に、穂波は理想的な改宗者だった。 ただ、エリクソン夫

人自身にはこの布教活動成功の シンボルということは当てはまるとは考えていない。

次に、エリクソン夫人の翻訳はどのようにキ リス ト教布教団の中で普及 し、また利

用 されたのか、そ してキリス ト教 を理解 し、入信 した大 島療養所のキ リス ト教信者の

イメージがどのように使 われたのかを考えてい きたい。

42直 接 お 話 を うか が っ た ボ ベ ン カー ク ・ワ ォ レ ン氏 か らの 報 告(2011年12月15日)。 この 場 を借 り

て お礼 を 申 し上 げ た い。
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　ヨ

1920年代前半日本でのアメリ力南部の長老派教会の宣教師たち

東京の高名な宣教 師、ボネ ンカーク ・ヘ ンリー氏(1905-1990)の 息子 であるボベ

ンカーク ・ワォレン氏の話によると、エ リクソン夫人の訳書 は、 日本 にいるキ リス ト

教の宣教師や信者たちの問で幅広 く読 まれ、布教活動に利用 されていた ということで
　　

あ る 。ま た 、 日本 に お け る 布 教 史 を ま とめ た 本 『夜 が 明 け る ま で:南 長 老 派 ミ ッ シ ョ

ンの 宣 教 の 歴 史 』(UntiltheDayDawn)の 中 で は 、"(Oshima)becamewell-known

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

thelepers"(大 島 療 養 所 は ア メ リ カ の 教 会 で 、 エ リ ク ソ ン夫 人 に よ る 癩 者 の 詩 の 同
　　

情 的な英訳に よって よ く知 られています)と 述べ られてい る。医療使節団のバ ーゲ

ス ・ペ リー氏 も、1938年 に日本の病院を巡った際にエ リクソ ン牧師 と共に大島療養所

を訪れ、院長の野島泰治氏か ら受 けたエ リクソ ン夫人による翻訳書を手渡 されたと記
　　

録 している。このような記録か ら、エ リクソン夫人による翻訳 は日本 におけるキ リス

ト教の布教 と、 日本国外 に大島療養所の存在を知 らしめる活動の一部を担 った といえ

43ロ イ ス ・ジ ョ ンソ ン ・エ リク ソ ン 『日本 の 白原 』p.154

44注 ⑫ を参 照 。

45Cogswell,JamesA.、UntiltheL)ayDawnp.107。 この 日本 語 訳 は 筆 者 に よ るが 、真 山 光 彌[ほ か]

訳 「夜 が 明 け る ま で:南 長老 派 ミ ッシ ョ ンの宣 教 の歴 史』 が1991年 に新 教 出版 社 に よっ て 日本 語

訳 が 出版 さ れ た。 真 山氏 は次 の よ うに 引用 を訳 した 。 「高松 近 くの、ハ ンセ ン病 の大 島療 養 所 〔青

松 園〕 で の 夫妻 の活 動 は、 患 者 た ち の作 っ た詩 を夫 人 が思 い を こ め て英 語 に翻 訳 した た め、 母 国

の教 会 で も有 名 に な りま した。」 「夜 が 明 け る ま で』p.143

46Burgess,Perry,BornofthoseYears:An、9utobiography(「 そ の年 に生 ま れ た一 自伝 』)(1951年)p.

138。 翻 訳 書 の タ イ トル は書 か れ て い な いが 、 詩 の 引用 が あ ります の で、 バ ー ゲ ッス 氏 が も らっ

た本 は 「燃 ゆ る心 』 とわ か る。 ま た、 野 島泰 治氏 が本 を渡 さ れ た と きに 次 の よ うに言 っ た と記 載

して い る。"Theirpoems,"he(SuperintendentNojima)said,"translatedintoEnglishbyHonami

NagataandLoisJohnsonErickson."(「 彼 らの 詩 で す 。」 と彼[野 島 先 生]は 言 っ た 。 「長 田穂 波

と ロ イ ス ・ジ ョ ン ソ ン ・エ リ ク ソ ン に よ っ て の 英 訳 で す 。」)(同 書p.138)。 この よ う に、 野 島

氏 の話 に よ り、 エ リク ソ ン夫 人 と穂 波 が と もに英 訳 を行 っ た。
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47

るだろう。

以上、 日本で活躍 していた外国人キリス ト教宣教師の団体へのエ リクソン夫人の翻

訳の普及 と利用の実態 を見たが、彼女の訳書は布教活動団体や医療活動団体だけでな

く、 日本の一般新聞で も紹介 された。1938年8月25日 付の 『大阪朝 日新聞』には、エ

リクソン夫人についての記事が掲載 され、 『燃 ゆる心』だけでな く、エ リクソン夫妻

とエ リクソン牧師の写真 も掲載 されている。穂波の写真の代 わりに、彼が書いた 「筆

跡」が掲載 されている。 この記事の冒頭では、大島療養所の入所者が 「生 きる屍」 と

呼ばれる一方で、入所者 は 「あ らゆる苦悩、疑惑、煩悶を信仰の力で解脱 して、不安

もな く地上のGれ を離れつつパ ラダイスに住んでいる」と書かれている。この引用 に

も、すでに指摘 した信仰 と病気のコン トラス トが読み取れる。 また、穂波の写真がな

いことによって、読者が 「生 きる屍」 というイメージをもって、そのコン トラス トを

さらに強調 されると言えるだろう。

毫

籍
麺

米
人
ム

"
大

一

1938年8月25日 の 「大 阪朝 日新 聞』(未 確 認)

471920年 代 前 半 か ら、 世 界 のハ ンセ ン病 療 養 所 ツ ア ー は珍 し くな か っ た。 もち ろ ん 、外 国 か らの 医

師 の訪 問 は、 四 国 よ り も長 島愛 生 園 や東 京 全 生 園 の の ほ うが 多 か っ た と考 え られ る。 林 文 雄 「世

界 の癩 を尋 ね て』(長 崎 書 店 、1934年)を 参 照 。 外 国の 医 師 に よる 日本 の 療 養 所 に つ い て の 記 録

に は 、以 下 を参 照 。cf.H.C.deSouza-Araujo,Leprosy:SurveryMadeinFourty[sicJCountries

(1924-1927),1929年;RaoulFollereau,Tourdumondechezleslepreux,1953年RVWardekar,

Roundtheworldofleprosy,1955年 。

療 養 所 の訪 問 につ い て の著 作 は 医 師 が書 い た もの に 限 らず 、 新 聞記 者 や作 家 が旅 行 記 と して 出

版 した もの も少 な くな い。 詳 し くはRodEdmund,LeprosyandEmpire,p.220-244を 参 照 。
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しか し、ここで注 目したいことは、この記事では穂波の文学 よりもその信仰 に焦点

が当て られている点である。穂波の人生がかな りメロ ドラマ的(「 生 きる屍」)に 描か

れる一方で、彼の詩よりも 「三十数年の久 しきにわたって救癩運動に一身をささげる
48

アメリカ人夫妻」やエ リクソ ン夫人の訳書が脚光 を浴びている。 この記事の取 り上 げ

方 を見 る限 り、穂波の文学作品 自体 よりも、それが英訳 された事実や、大 島療養所が

アメリカとの 「国際交流」の場 となっていることの方が注 目集めているのである。

また、 この記事では、穂波の文学は、彼がハ ンセ ン病患者である事実 よりも、キリ

ス ト教の信仰に基づ くものであることが強調 されている。穂波はキリス ト教作家 とし

ては知 られているが、癩 文学 の作家 としてはあ ま り知 られていないのである。 しか

し、穂波は信仰 とハ ンセン病の両方について執筆 を行っている。ではなぜ、穂波の癩

文学はそれほど認知 されなかったのか、それを次に考えてみたい。

端的に言 えば、それは穂波のスタイルの問題、 また一般の 日本人 とキリス ト教理解
49

に大 きな関わりがあるのではないか と考え られる。穂波の文学は統語が難 しい上、キ

リス ト教の哲学者やキ リス ト教 の歴史への隠喩 も用い られてお り、一般の 日本 人に

とって親 しみに くい ものであったと思われる。当時の評論たちの新聞記事 と同 じよう

に、穂波の作品自体 よりも穂波の信仰やエリクソン夫人の翻訳活動に注 目した。たと

えば、癩予防協会の多田貞久氏は、癩文学 と救癩運動に関する記事の中で、穂波の位

置 について次のように述べ ている。「非常 に熱心なクリスチャンだそ うで、その詩 も

高逼な真理の探明 と愛の探究 とに燃えてゐる。本当の人道主義 と渇仰の文字がその文

学の根本 を型づけてゐる。文壇には未だ認め られてゐないが、十数年前に作った著書

の序文は、吉井勇、与謝野晶子の両歌人が飾ってゐるし昨年秋、高松の米人宣教師が
50

長 田君の詩集を英訳 して、米国に紹介 された」。阿部氏 は穂 波の評価 に詳 しいのでこ
らユ

こで一つの例に限ることにするが、 この ように、多田氏の ような評論家か らは、穂波

の文学はハ ンセン病の経験を描いた作品 というよ りも、宗教信条 を述べた文学 として

扱 われていた。先に紹介 したエ リクソン夫人を取 り上げた新聞記事で も、穂波の文学

自体 よりも、彼のキリス ト教信仰やその作 品が英訳 されたとい う事実の方 に重点が置

かれていた。

また、ハ ンセ ン病文学を紹介す る別の新 聞記事の中では、「最初の癩作 品は長田穂

48「"癩 患 者 の 聖 書"米 人 ・感 激 の英 訳 一"大 島 の 詩 人"三 十 星 霜 の 詩 篇 海 を 渡 る 『燃 ゆ る心 』」長

島愛 生 園 神 谷 書 庫 の ス ク ラ ッ プ ブ ック に 「大 阪 朝 日新 聞 、13.8。25」 と記 述 、 但 し、 大 阪 朝 日新

聞 で の掲 載 が未 確 認 。

49穂 波 作 品 の ス タ イ ル と読 み に く さに つ い て は、 阿部(2013)が 詳 しい 。 また 、KathrynTanaka

(2012)に も参 照 。

50多 田 貞 久 「思 い 出 る 人 た ち(文 芸 に精 進 す る癩 者 達)」 『医事 口論 』No.1390(1939年3月)p.43

51ド 可音r、20130
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ら　

波 の 『霊魂はまば く』」 とされ、穂波 自身についての言及 は、彼の信仰心 とさの作 品

の英訳紹介 についての説明に留 まっている。この例 か らも、穂波の文学 は 「癩作 品」
らヨ ら　

として具体的に扱われず、「アメリカで好評を博 してゐる」 ことの方が注 目されてい

ることがわかる。

以上で見 てきた ように、穂波の文学 は癩文学 としてよりもキリス ト教文学 として扱

われて きた。 しか し、穂波の作品を実際に読んでみると、その信仰心 と病気の経験 は

簡単に切 り離せ ないことがわかる。彼 は病気になったからこそ深い信仰心 を持つ よう

になった と言えるだろう。

5.結 論

最後に、エ リクソン牧師 とエ リクソ ン夫人のその後について紹介 したい。1941年 に

大洋戦争が始 まった際、エ リクソン夫妻は強制的にアメリカに帰 国させ られた。エリ

クソン牧師はかな り高齢であったため、帰 国後新 しい職を得 られず、二人は巡回牧師

として各地の教会を回った。夫妻の生活はかな り厳 しいものだったようで、エ リクソ

ン夫人はピアノを教 えなが ら日本のキリス ト教作品の翻訳を続けた。帰国後 も、最後

まで 日本のことを忘れなかったのである。

1946年 、エ リクソン牧師 はバー ジニア州のリッチモ ン ド市で亡 くなった。その後、

エリクソン夫人は二人の娘の家族の元で半年間ずつ暮 らす生活 を続けたが、娘の援助

にもかかわ らず、結局キリス ト教の貧民求護セ ンターに入ることになった。 このセ ン

ターは高齢者 ホーム として、半分 は精神隔離病院 として運営 されていた。高齢 にな

り、死期が近づ くと、彼女は精神病院に近 い部屋に移動 させ られた。こうしてエ リク

ソン夫人は最後に、精神病院に隣接する場所でこの世を去ったのである。孫のルーベ

ン ・イ レイ ン氏の話 によると、エリクソン夫人は、最後の最後 まで、 日本の こと、大

島療養所の入所者のことを語 り続 けていた。エ リクソン夫人は人生の半分 を日本で過

ごしたため、アメリカには友人 も仕事 もほとん どな く、その死後、夫 と同 じリッチモ

ン ド市の長老派教会の墓地に埋葬 された。

母国のアメリカか らも、人生 を捧げた長老派教会 も忘れ去 られたエ リクソン夫妻の

52「 民雄 、海人の名 に輝 く一宿 命の文学一癩文 学の全貌」 日本読書新 聞(1939年3月15日 、旬刊)。

穂波 の 「霊魂 は羽 ばた く』 のタイ トルの誤 りにつ いては原文 ママ。

53こ の記事 は、穂波 を最初 の 「癩作 品」 の作家 として扱 っているが 、それは誤 りである。 「癩 文学」

というジャ ンルの最初 の作 品は九州療養所(現 在、 菊池 恵楓 園)の 「檜 の影』 とい う同人雑誌 に

掲載 されている。詳 しくは、 田中キャサ リン 「戦前 ハ ンセ ン病療養所 における短歌 による交流一

九州療養所 の 「檜 の影』 を中心 に」 「ハ ンセ ン病市民学会年報二〇一三』開放出版社(2014年)p.

195-204を 参照。

54「 民雄 、海 人の名 に輝 く一宿命 の文学一癩 文学 の全貌」 日本読書新 聞、(1939年3月15日 、旬刊)。
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遺産が、今 も大 島青松園に残 されている。国境 を越 えてハ ンセ ン病文学の翻訳 と普及

を行 ったエ リクソン夫妻の物語は苦難に満ちたものだが、 日本の文学やキ リス ト教、

ハ ンセ ン病の歴史のにおいて、非常に重要 な役割 を果た した崇高であったと言えるだ

ろう。

穂波の作 品については、阿部康成氏 によってすでに再評価が行 われているが、その

再評価 にあたって、エ リクソ ン夫人の翻訳の意義 も同時に検討すべ きだ、という問題

提起を行っている。エ リクソン夫人の英訳がいわゆる 「翻訳」ではなく「意訳」であっ

たことによって、穂波の文学が英語で一般の人々に も親 しみやすい形 に姿 を変え、穂

波 だけではな く霊交会 の会員たちの文学 も布教活動に採用可能な ものになった。ま

た、その翻訳が注 目されることで、穂波はキリス ト教作家 として、新聞記事な どで紹

介 されるようになった。その意味では、エリクソン夫人による 「意訳」は、穂波や霊

交会の文学や社会的認知の きっかけとなったと言えるだろう。

穂波の作 品は、先 に述べたように、英訳を通 じて新聞記事に取 り上げられたのだが、

本論文ではその英訳のあ り方は単 なる 「翻訳」 というよりも 「意訳」に当たる もので

ある点を強調 して きた。 また、その ような 「意訳」 という方法は、穂波の作品を欧米

の読者 にとって理解 しやすい ものにした と考え られる。共著 とさえ言える、エ リクソ

ン夫人の 「意訳」はこうして複数の声の交錯する 「問テキス ト」になった と言えよう。
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